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フランス語の衝撃編入動詞＊

中 本 武 志

筆者は中本（1998）において、フランス語の名詞‘coup，及び動詞‘frapper（hiげ

を分析し、それぞれ次の構造を持つことを示した。

1

2 r

・
・

e

COu。軸 ［ズ〟［GO［似ね作曲め∂0み伽γわTOz〕H

：［ズ〃［GO［co砂TOz〕〕］

上記の‘ズ’は有生。無生、意志の有無を問わない行為者を、‘z，は着点を表す。

特に動詞‘frapper’は編入を仮定することによって、以下の三通りの構文をとり

得ることが説明できる。

（3）frapper－COup－P－NP

a．［ズ〟［GO［c∂砂TOz］］］
LJ

b．Ilafrappさunpetitcoup良1avitr巳

hehit aIiモモ始knockモOtheglass

彼は窓ガラスを軽く叩いた。

C．Vaguefrappantdescoupsfurieuxcontrelenavire（GR）1

WaVehiモモing ART．1NDEF．～furious againsモモheship

船を激しく打つ波

（4）frapper－P－NP

a．［ズ〟［GO［co妙TO之］］］
し」し」

b．Alanuitclose，ilfrappe畠sapropreporte，…

atthe nightshuモhehits at hisowndoor

すっかり夜になって、彼は自分の家のドアを叩き

（TLF；FARR宜RE，肋∽∽どす㍑才αSSαSS．，1907，p．203）
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C．Dactyloquifrappesurlestouches（LDF）

typisモモhat hits on帥e keys

キーを叩くタイピスト

（5）frappeトNP

a．［∬〃［GO［co吻TO z〕〕］
L」し」し」

b．Unhomme，unfurieux，Cannehaute，tOmbesurlesmusiciens，et

a man a†urious stick high falls on the musicians and

lesfrappeetlesrosse．

them hits and them beats

男が怒り狂って杖を振り上げ、音楽家達に襲いかかり、したたかに殴

り付ける。

（TLF；PESQUIDOUX，エ才〃柁和由0乃，1925，p．123）

C．Lesvaguesfrappentlac6te．

the waves h托紬e coast

波が岸辺に打ち寄せている。

上記の編入操作に関する理論的側面については、Hale and Keyser（1992，

1993，1997）を参照されたい。とにかく、フランス語の打撃動詞について、彼ら

の主張が応用可能であることが明らかになったわけであるが、いかんせん、動

詞一つでは説得力に欠ける。本稿では‘co妙’を組み込む動詞が他にも存在する

ことを示したい。

1．凝A甘甘配濫

1，1打撃動詞としての用法

打撃動詞である‘battre（beat）’の分析からはじめよう。この語は‘frapper

（hit）’の類義語であるが、‘frapper’よりも構文と語義。選択制限の関係が緊密で

あるように思われる。すなわち、編入や項の移動に応じて、対応する語義が決

まっているのである。また、打撃の回数を問わない‘frapper’とは異なり、必ず

複数回でなければならない。これを編入される‘co砂，を複数形にして表すこと

にする。
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（6）［ズ〃［GO［co妙STOz］］
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可能性として、（3，4，5）に相当する編入構文があるはずであるが、まず（5）に対応

する構文から、検討をはじめよう。

（7）battre－NP

a．［方〟［GO［co妙STO z］］］
uし」LJ

b．Cetenねntestbrutal，ilbatsescamarades．（LDF）

this childis bru七e he beats his comrades

この子は乱暴で、友達を殴る。

C．Tout畠coup，…，j’entendsunefemmequibatdulinge．（GR）

Sudden‡y卜hear a woman who beatslinen

突然、女がシーツを打つ音が聞こえる。

（GR；J．RENARD，Journal，29janv．1898）

d．Lapluiebatlesvitres．（LDF）

紬e rain beats the panes

雨が窓を打っている。

e．Leventluibatlevisage．（DNT）

thewindhim／herDATbeatstheface

風が彼（女）の顔を打っている。

構文上は‘frapper’と何ら変わるところがない。主語。目的語ともに有生¢無

生いずれも可能である。では次の構文はどうであろうか。

（8）battre－P－NP

a．［ズ〃［GO［co妙STOz］〕］
し」t＿」

b．Lapluiebatcontrelavitre．（LDF）

the rain beats againstthe pane

雨が窓を打っている。

c．…1esさtriers battaient contreles flancs dechirさs du coursier．

thestirrupwas七eatir唱against帥eずIanks七Orn Of・帥ewar－horse
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あぶみが軍馬の裂けた横腹を何度も打っていた。

（TLF；SANDEAU，〟Jね庇わ5どなJ宮古柁，1848，p．329）

この場合、主語は無生でなければならない。‘cozゆS’のみの編入と意味選択が

連動しているのである。最後の構文はどうであろうか。

（9）battre－COupS－P－NP

a．［ズ〃［GO［co妙STOz］］］
し」

b．率Ilabattudescoupsrudessurlatable．

he beat ART．暮NDEF．CO岬S hard on thetab‡e

彼はテーブルを乱暴にたたいた。

C．串Paulabattudescoupssecssurl’さpauledeJean．

PaulbeatART．暮NDEF．COUpS Sharpon the－Shou‡derofJean

ポールはジャンの肩をぴしゃりとたたいた。

‘frapper’と異なり、この構文は許されない。これでは、打撃動詞は‘co乙ゆS’を編

入しているとする根拠が一つ失われたことになる。しかし、編入の証拠は上の

構文だけではない。意味と統辞の両面で、なお証明できる。もし以下の分析が

正しいとするならば、（9）が容認されないのは、打撃動詞の場合に限り‘co各ゆS’が

義務的に編入されるという語彙的特異性によるものであるということになる。

まず‘co才ゆS’が持つ意味の特徴であるが、中本（1998）では「音の発生」と「身

体（で扱える道具）による打撃2」の二点を挙をヂている。典型的な音源は太戟で

あるが、それ以外の無生物が連続的な音を発することを表すことができる。こ

の点については本稿で挙げる例文すべてに当てはまるが、下にいくつか例を挙

げておこう。

（1ゆbattre－NP構文

a．battreletambour／1acaisse

beatthedrum／thedrum

太鼓を打ち鳴らす；鳴り物入りで宣伝する

b．Toutacoup，‖．，j’entendsunefemmequibatdulinge．

SuddenIy卜hear a woman who beaモsIinen
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突然、女がシーツを打つ音が聞こえる。

（GR；J．RENARD，Journal，29janv．1898）

（1カbattre－P－NP構文

－Mais，Lampito，quelqu’unfrappe良1aporte．

but Lampitosomeone hits aモモhedoor

一－Non，ma‡けesse，C’estl’auventquibatcontrelemur．

no Madameitistheporch roof thatbeats againsモモhewa‡‡

「おや、ランピート、誰かがノックしていますよ」

「いいえ、奥様、あれはひさしが壁にぶつかっている音でございます」

（TLF；FLAUBERT，エα了七裾ぬ≠ゐ乃e≠s才A死わ才抑留，1849，p．378）

さて、次の対応を見て頂きたい。

（12）a．battreletambour（＝（10a））

b．battre du tambour

bea七Of・the drum

c．Le tambour bat．

the drum beats

（12a，b）はほぼ同義で、「太鼓を鳴らす」ことを、（12c）は「太鼓が鳴る」こと

を表している。このような完全な統語的な交替は打撃動詞としては上の例に限

られるようであるが、それでも何らかの統語的な対応を説明しなければならな
い。

はじめに（12a）に関しては（7a）でよいであろう。次に（12b）であるが、前置詞

‘de（of），は着点を表さないから、（8a）の派生では問題がある。内容の希薄なこの

前置詞は通常、名詞のデフォルトの格表示として用いられる。従って、動詞補

部のde NPは実は‘co砂S，の補部であるとすると、（13a）のようにNPと同一

指標を持つ者点項およびくTO，が空である構造が考えられる3。最後に（12c）であ

るが、動作主がなく、目的語が主語の位置に現れているかのように見える。（13

a）と平行した派生を考えると（13b）のようになる。このとき主語NPは名詞

‘co砂ざ，からデフォルト格は表示されず、主格表示位置に移動する。本稿では詳

しく触れる余裕はないが、これは可能な限り、構造格を付与せよという普遍的

な有標性制約が存在しているからであろう。あるいは（1めのように単純に目的語
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を主語位置に移動させる派生も考えられるが、‘TO’の格素性が照合できなくな

るので、ここでは採用しない4。

（13）a． 〃P

／ヘ
ズ 〆

／へ
β GOP

し。∴去p
CO之ゆぶP TO’

／へ
／＼

CO多ゆS de NP才

（1め［ GO［co妙STONP］
†し」L」 …

¢ro βg

b， GOP

／へ GO’

／へGO TOP

－∫／へ
CO2ゆざP TO’

／／へ
／／＼

CO各ゆ5 NPg 敢o gざ

1．2 移動の‘coups’編入

中本（1998）では‘coup’の基本語義として、行為。移動。打撃の三つがあり、

それぞれが緊密に関係していることを示した。‘frapper’は打撃の‘co2ゆ’を組み

込むだけであったが、‘battre’は移動の‘co各ゆS’を編入して「何かを動かす」「動

かして音を発生させる」という意味も表すことができる。その場合、基底構造

は次のようになる。

（15）a．coup：［ズ〃［GO夕〕］

b．battre：［ズg〟［GO［coups＜ズど，力＞力〕〕5

上の構造から次の構文が生じる。

（16）battre－de－NP

a．battredesmains（ensigned’approbation）（GR）

beat oず一紙ehands（in sign of approval）
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（賛成のしるしに）拍手をする

b．battredescils／despaupiさres（GR）

beaモof－theeyeIashes／of一紙eeye‡妻ds

まばたきをする／まぶたをぴくぴくさせる

c．battre des ailes6

beat o守一thewlngS

（飛ぼうとして）羽をばたつかせる

107

直接他動詞構文が存在しないが、これは格表示できる着点述語‘TO，がないこ

とからの帰結である。さらに、行為者の現れない構文もある。

（17）NP－battre－COupS

a．battredescoupsrさguliers（GR）

beaモART，暮NDEF，CO岬S Fegu暮ar

（心臓や振り子が）規則的に打つ

b．Lec（£urdeGuillaumesautaitencadence，battait

theheart of Gu川aumewas・jumping rhy帥mica暮暮ywas－beating

descoupssourdsdemineur（…）

ART．‡NDEF．CO岬ぶdui！0子miner

ギヨームの心臓はリズミカルに飛び跳ね、坑夫の槌音のように鈍い音

を立てていた。

（GR；CocTEAU，了協0椚αS g’わプ砂OSタグ甜㌢，p．173）

（18）NP－battre

a．Lec∝ur／1epoulsbat．（TLF）

thehearモパhepulsebeats

心臓が脈を打つ。

b．Lesartさres／1estempes／1esveinesbattent．（TLF）

thea代eries／thetemples／theveinsbeat

動脈／こめかみ／静脈が脈を打って（ぴくぴくして）いる。

c．Lescils／1espaupiをresbattent．（GR）

theeyetashes／帥eeyeIidsbeat

まばたきをする／まぶたがぴくぴくする。

d．Unlongmomento缶j’entendsbattrelesangdansmespoignets．
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along rⅥOmen七Whe‡1トhearbeat帥eb100din mywrists

長い間、手首で脈を打っている音が聞こえる。

（TLF；GIONO，挽（ね劫α桝昭弼gS，1929，p．165）

e．Unmetronomequibatrさguliさrement（LDF）

a metronomethatbeatsreguはrly

規則正しく打っているメトロノーム

f．Sileventfaitbattreleportail，jecroisquetureviens．

iずthewind makes beaモモhegaモel帥nk帥aモyoucomeback

風が門をばたばたさせれば、君が帰って来るのだと思う。

（TLF；PouRRAT，Gα砂αプゼ滋s 肋乃晦乃どぶ，La Tour du Levant，

1931，p．166）

ここでも格表示子の‘TO’が存在しない7。従って、タ項は対格や斜格以外の格

すなわち主格または‘co各ゆS’からのデフォルト格を表示される必要がある。そ

れでは上の三構文を順に検討していこう。

（1¢では「動かされる対象」である夕項は‘滋’を伴っており、（12b／13a）によく

似た構造であると思われる。さらに興味深いことに（17）では‘co之ゆざ，が生じてお

り、編入が単なるstipulationではないことが分かる。また打撃動詞においても

‘cozゆS’が存在することの傍証になる。最後の8めは（13b）と同様の派生が考えら

れよう。それぞれの派生構造は以下の通りである。

（19）a． 〃P

／へ方
〃

／へ
〃 GOP

L。∴志5P

し≠㌔NPぎ

b． GOP

／へ
GO’

／へGO co各ゆSP

／へ
COjゆS NP
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c． GOP

／へ
GO’

／へ
GO co乙¢ざP

首＼NP
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ここで、（17／18）すなわち（19b，C）の表層主語が深層主語ではないことを示す

統語上の根拠を挙げておこう。規則的。反復的動きをする主体が身体部位であ

る場合、譲渡不可能所有（i王1alienablepossession）の関係にある所有者が、与

格代名詞として現れることがある。

伽）a．Lec（eurmebattaitdejoie．（GR）8

theheartmeDATWaS七eatingofjoy

私の胸は喜びに打ち震えていた。

b‥‥1esangluibattaitauxtempesetsesentrailles

thebloodhimDATWaS・加atjngaモヰhetemp】esandhisenモ柑ils

se serraient．

REFL暮WaS・モighteninぎ

血液が彼のこめかみで脈打ち、内臓が締め付けられていた。

（TLF；GREEN，〝0伽，1950，p．221）

譲渡不可能所有の所有者を表す与格は被所有物をc一統御しなくてはならな

いという条件があり、非対格助詞や受動態を除き、主語に定冠詞付き身体部位

は現れないのである9。

（紬 a．Lemさdecinleuraexaminさ1agorge．

thedoctorthemDAThasexamined紬ethroaモ

医者は彼らの喉を調べた。

b．＊Lateteluiaheurtさ1eplafondducockpit．
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theheadhimDAThasbumped紬eceili「唱0ず－thecockp托

彼の頭がコックピットの天井にぶつかった。

（22）a．Lateteluitourne．

theheadhimDATturnS

彼はめまいがする。

b．Les cheveuxluiontさ紹1avさs．

thehairshimDAThasbeenwashed

彼は髪を洗われた。

これが必ずしも、派生（19）の決定的証拠とは言えないが、有力な根拠とはなり

得よう。

このセクションの最後に、一見‘co各ゆS’以外の要素が目的語になっているよ

うな文を見ることにしよう。

（23）a，Unbalancierquibatlessecondes（GR）

a pendu山m thaモbeaモSthe seconds

秒を刻む振り子

b．LessabotsdesgarぢOnSdefermebattaientl’heureded‡ner…

thesabotsof・theboysoffarmwere七eatingモhe－hourofdinner

農場の若い者達がはいている木靴の音で、食事の時間であることが分

かる。

（GR；J．VALL亘S，1’Enねnt，p．168）

上の例で‘secondes’や‘1’heure，という単語自体にはない「音」の概念が存在し

ている。これは‘co宕ゆS’の効果に他ならない10。従って、以下の編入操作による

語形成の後で、‘coa¢s’の音形が削除されているのだと考えられる。さらに

‘battre’ではこの編入形の‘co妙S’が挿入されるのである。

伽［coupssecondes／heures］

」
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NP〕

／へ
co各¢s secondes／heures

1．3 打撃の結果を伴う用法

打撃の結果といっても、語用論的な可能性は無限にあるが、

111

語彙化されたも

のは多くない。次の例では「之を打って、紺を生じさせる」という意味であるが、

‘frapper’と全く同じであるので、本稿では詳細な議論は省略し、（27）のいずれか

の構造が考えられるとだけ述べておくことにする。

（26）a．battremonnaie

beat money

貨幣を鋳造する

b．battrela mesure

beat the time

拍子をとる

（27）a．［ズ〃［coME－INTO－EXISTENCE
」

［ぴBY［GO［co妙ざTOz］］］H
し」し」LJu

b．［ズ〟［GO［coゆSTO［zINTO COME－INTO－EXISTENCE紺〕］］］
t」し」し」Ljし」 」

さて最も重要なのは「勝つ；破る」を意味する場合である。目的語には敵を

含意するもの、あるいは記録が選択される。派生構造は（27）に紫似したものが考

えられる。違いは、位7）では結果が目的語として実現するのに対し、

状態が編入されてしまうため、含意にとどまるという点である。

任8）a．battrel’adversaire／1’ennemi

beatthe－adversary／the・enemy

敵を破る

b．battre un record

beaモa record

記録を破る

（2めでは結果
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（29）a．［ズ〟［coME一INTO－EXISTENCE［〃才cわりBY［GO［c吻STOz川〕］
し」 」 LJLjし」し」

b．［ズ〟［GO［co砂STO［zINTOCOME－INTO－EXISTENCE〃才cわ叩］］］］

L」し」LJL J J J J

l．4 代名動詞

‘battre’が照応形代名詞‘se’を伴う場合、「打つ」以外に「戦う」という意味

が生じる。まず「打つ」方であるが、打撃の対象が身体部位に限られるという

選択制限があり、‘se’はその譲渡不可能所有の所有者を表すという場合と、互い

に殴り合うという二つの意味があるが、基本的には1．1で述べた構造と同じで

あり、着点‘z’が身体部位または相互照応形の‘se，になるだけであるので、ここ

では繰り返さない。一方、「戦う」という語義の方は、「自分自身を移動させて、

相手に打撃を与える」と解釈できる。しかし‘battre，の語彙表示には移動の対象

を投射する位置がないので、この項を取り得る‘co苦ゆS’の補部として出現する

ことになる。すなわち、以下の構造である。

ぬ川W

れヤ

わじ

佃U

coups：［方〟［GOレTOz］］

a．battre：［ズz〟［GO［co妙ざP TOg刀］

／へ
C（）多ゆS 夕ざ

b． 〟P

／ヘ
ズ才 〆

／へ
〟 GOP

し。。／へ

†。。諜尖z
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この場合、「勝利」という結果は存在しない。また‘TO，の編入は許されず、必

ず前置詞として実現しなければならない。

臼2）a．sebattrecontreunennemi／unadversaire（GR）

REFL．beatagainst∂nenemy／anadversary

敵と戦う

b．sebattreavecqqnacoupsdepoing（GR）

REFL．beat wはh someone with b暮ows of fist

～とこぶしで戦う

C．Sebattrecontrelesprさjuges（LDF）

REFL．beat againsttheprejudices

偏見と戦う

‘TO’の編入ができないのは、構造上の問題があるからである。紬は編入すなわち

主要部移動後の構造であるが、‘co之ゆS’に補部が存在しない時には何ら問題がな

いのに対し、補部が投射されてしまうと、‘TO’の痕跡が先行詞にC一統御されず、

適正に統率されない11。従って、ECPにより‘TO，の可視的編入は禁止されるの

である12。

（33）a． TOP

／へCO各ゆS TO’

／へ
／＼

CO宕ゆざ TO みo
z

b． TOP

／へCO宕¢5P TO’

／へ ／へ
CO多ゆざ Seル～ み。

Z

／へ＼

CO各¢5 TO

1．5 まとめ

以上、特殊な専門用語や原義を離れた慣用句を除き、‘battre，の主な語義が次

の単純な構造で表されることを見てきた。

（細［ズ〃［GO［co妙5（TO之）］］
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（抑こは結果の状態や‘co妙S，の補部などの拡張が可能であるが、すべて最小

限であり、かつ一般性の高い操作である。決してその場限りの記述的なもので

はない。

これまで中本（1998）にせよ、本稿にせよ、打撃動詞ばかりを扱ってきた。

編入による語彙表示を‘co妙S，を例にとって厳密かつ詳細に検討するのが目的

であったからである。最後にやはり‘co妙S’を編入する動詞で本来は打撃とは

無関係の動詞を取り上げることにしよう。

2．甘丑RER

‘tirer，は本来「引く（pull）、引き出す、引き伸ばす」など、ものの移動を表

す動詞であるが、次のように「～に向けて銃などを撃つ」という意味にもなり

得る13。

（35）tirer－COup（－P－NP）

a．tireruncoupdefeusurqqn（GR）

Pu暮Ia shotoffireon someone

～に銃を一発撃つ

b．tireruncoupdecanon／depistolet（TLF）

PU‡lashotofcannon／ofpisto‡

大砲／ピストルを一発撃つ

c．tirerdescoupsdefeu／derevolver（TLF）

PuIIART．暮ND汎Shotso‖ire／of revo‡ver

銃／拳銃を数発撃つ

（姻 tireトP－NP

a．Lapoliceatirさsurlefuyard．（LDF）

thepolice has shot on thefugiモive

警察は逃げるものたちに向かって発砲した。

b．tirerdanstouteslesdirections（GR）

Shooモin aI】the directions

あらゆる方向に向けて撃つ

C．tirer畠1acible（GR）

Shoot aモモhetarget



フランス語の衝撃編入動詞 115

的を撃つ

¢7）tirer－NP（狩猟用語）

a．tirerunoiseau／unliさvre／uneperdrix（TLF）

Shootab汁d／a hare／a partridge

鳥／ウサギ／ヤマウズラを撃つ

b．J’allaitirerleschoucasquinichaientdanslespierresdu

トwentto・Shooモモhejackdawsthaモnestedinthestones o亨－the

vieux chateau．

Old cast‡e

私は古い城の石に巣を作っている黒丸鳥を撃ちに行った。

（TLF；FRANCE，†々gβeαγ，1922，p．408）

C．GuillaumeTelltiraunepommesurlatetedesonfils．（GR）

Wi＝am Telt shot an appleonthehead of hisson

ウイリアム。テルは息子の頭の上にあるりんごを射た。

上の構文は打撃動詞である‘frapper’や‘battre，と平行しており、ほぼ同じ派

生で記述できる。なお、次の構文のように目的語が移動の対象であって、‘co砂，

や着点ではないことがある。この時、移動の対象は（25）のように語形成の段階で

‘co各ゆ’に編入され、‘co之ゆ’が音形を失っていると考えられる。この場合、単に

‘co之ゆ’の代わりに実現したといっても事実上は同じことである。

（3めa．tirerunefleche（GR）

Shoot an arrol柑

矢を射る

b．tirer un feu d’artifice

Shoot a亨ireworks

花火を打ち上げる

C．Ilatirecinqballesderevolversurelle，（LDF）

he has shot†ive bu暮Iets oずrevoIver on her

彼は彼女に5発の弾丸を撃ち込んだ。

（3幼［ズ〃［GO［co砂P TOz］］］

／へ
CO8ゆ 夕



116 中 本 武 志

3．まとめ

我々はこれまで、打撃を中心とした語彙の表示を見てきた。理論的にはHale

and Keyser（1992，1993，1997）の派生表示が広い応用範囲を持っていることが

分かった。記述的には、非常に限られた語彙でしかないが、詳細かつ厳密な分

析ができた。今後は打撃以外の語彙で、同様の編入分析が可能であるかどうか

の確認をすることが課題となる。

註

＊

本稿は筑波大学「東西言語文化の類型論特別プロジェクト研究」（特別プロジェ

クト長：原口庄輔）の補助を受けている。記して感謝する。

1以下、例文を引用する辞書には以下の略号を用いる。

LDF：DictionnairedefranGais，Larousse

GR：Le Grand Robert

TLF：TrさsordelalanguefranGalSe

DNT：Ledictionnairedenotretemps

ロワイヤル：ロワイヤル仏和中辞典
2

中本（1998）で述べた通り、用語として不適切ではあるが、「身体」には無生物

も含めるものとする。また、人間の身体部分というのは主として「手」であるが、

詳しくは検討しない。
3

中本（1998）では、名詞としての‘co砂’は項をとらず、行為の参加者は付加詞の

‘de＋無冠詞名詞，として現れるとした。ここでは、‘deNp，はイベント項を持つ

複合述語の‘〃－GO－CO妙S－TO，の項であるから、冠詞が必要となる。なお空の着点

やTOについては、prOなどいくつかの可能性が考えられるが、現段階では検討

課題とするほかない。また代名動詞のセクションで述べる通り、TOからco乙ゆS

への移動は可視編入ではなく、LFでの移動となる。
4

格素性を照合するには、項が補部または指定部に現れるか、編入する必要がある。

また（畑の派生構造が（i）であるから、NPと‘TO，が指定部一主要部関係になり、格

照合が可能になるが、それではNPが主格を付与されなくなってしまう。

（i）［NPGO－CO妙S－TO［t。。び如tT。tNP］
5

これは中本（1998）で採用した簡略表記である。またタ項は正確には‘（extended）

body（part）’であるが、これも簡略化した。
6

名詞形では‘battre’の派生名詞以外に、‘coups’を用いることができる。

（i）battement／coupsd’ailes

7（17）の‘co砂ざ’は遅くともLFで複合述語を形成する要素であり、格照合には関与

しない。
8

インフォーマントによれば、この構文は現在形では用いられず、過去形ならば、

凝った文体で可能である。現在時制では次のようにいうのが普通である。
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（i）Monc∝urbat．

my heartbeats

9（Z郎まVergnaudandZubizarreta（1992）から、（22）はGuさron（1984）から借用した。

フランス語の譲渡不可能所有については、この両論文を参照していただきたい。
10

次の表現も参照されたい。

（i）Acemomentlepremiercoupdedeuxheuresrさsonnadanslesilence．

at that momenモモhe first stroke of two o，c‡ock resoしindedin the si‡ence

その時2時を知らせる最初の鐘が静寂の中を響き渡った。

（TLF；SouLI孟，見繕∽．♂ぬ∂ゐ，t．1，1837，p．12）

11ここではChomsky（1986）におけるc一統御の定義を採用する。

（i）αを支配する最初の節点がβを「支配」し、かつαがβを支配しない場合

この場合に限り、αはβをc一統御する。

（ii）γのすべての切片（segment）がαを支配する時、γはαを「支配」すると

いう。

（33a）では‘co各ゆS’には切片が二つあるが、‘TO’を支配するのは一方だけであり、

ゆえに‘co乙ゆS’は‘TO’を「支配」していない。‘TO’を「支配」するのはTOPであ

る。（33b）でも‘co之¢s’は‘TO’を「支配」していないが、CO砂SPは‘TO’を「支配」

している。しかしcozゆざPはて0’の痕跡を支配しておらず、‘TO’は自分の痕跡を

c一統御できない。
12

複合述語‘〃－GO－CO砂ざ－TO’を形成するため、‘TO’の不可視移動が必要であるが、

Chomsky（1995）の最小主義プログラムによれば、LFでは範疇全体が移動するこ

とはないので、ECPは無関係である。
13

岡本（他）（1998）で指摘されている通り、標的に当たったかどうかまでは含意

されていない。その他の点についても同論文を参照されたい。
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